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令和５年３月期 通期業績実績と前期実績値との差異及び 

営業外収益の計上に関するお知らせ 

 

当社は、令和５年３月期（令和４年４月１日～令和５年３月 31日）の通期連結業績にお

いて、業績予想を開示しておりませんでしたが、前期実績との間に差異が生じましたので、

お知らせいたします。 

また、令和５年３月期（令和４年４月１日～令和５年３月 31日）において、営業外収益

を計上いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．令和５年３月期 通期業績実績と前期実績値との差異(令和４年４月１日～令和５年３月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する当期

純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前 期 実 績 値 （ Ａ ） 
百万円 

553 

百万円 

△4 

百万円 

85 

百万円 

81 

円 銭 

8.03 

当 期 実 績 値 （ Ｂ ） 262 △35 26 22 2.22 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △290 △31 △58 △58 － 

増  減  率（  ％  ） △52.5 － △69.0 △72.3 △72.3 

 

２．差異の理由 

前期は新型コロナウイルスの影響により、通信販売の需要が高まっておりましたが、当期

においては新型コロナウイルスまん延前の需要に戻りつつあります。そのため、前年同期に

比べ売上高は 290百万円減少、営業損失は 31 百万円増加いたしました。 



持分法適用会社(技研ホールディングス株式会社)に生じた利益が前年度を下回ったため、

経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、前期実績を下回っておりま

す。 

 

３．営業外収益の計上について 

当社は、持分法適用会社である技研ホールディングス㈱の決算報告に基づき、持分法

による投資利益を当四半期連結会計期間において 4,521千円、当連結会計年度において

73,374千円を営業外収益として計上いたしました。 

 

 

以 上 

 


